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１．研究計画の概要 

本研究においては，高齢者福祉実践の経験
が豊富な介護福祉士等を対象として，高齢者
やその家族との関わりやそこでの自らの変
化，両者の相互作用等について聞き取り調査
を行い，日常の実践をどう意識化し，経験則
を見出すなどして，一般化・理論化につなげ
てきたのか，そのプロセスを仮説的に明らか
にすることを目的とした研究である． 
 
２．研究の進捗状況 

平成 19 年度は，介護福祉士等７人に対し
て半構造化インタビューによる聞き取り調
査を行い、これと並行してヴァリエーション
豊富なデータから順に M-GTA によって分析
を開始した． 

平成 20 年度は，前年度のデータ収集と分
析に続いて，5 人に対する聞き取り調査（追
加データの収集）を行った．また，分析経過
についてスーパービジョンを受けた．さらに，
前年度収集したベースデータと当年度収集
した追加データをもとに，追加データを分析
し，理論的飽和化に達した． 

平成 21 年度は，生成したグラウンデッド・
セオリーのストーリーライン及びプロセス
図に関する意見を調査協力者に求めたり（メ
ンバーチェッキング），M-GTA による研究経
験者等によるスーパービジョンを受けたり
するなどして，グラウンデッド・セオリーの
信憑性と質を確保した． 
 平成 22 年度については、これらの調査・
分析結果をまとめ、印刷・製本し、年度内に
公表することとする。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由）平成 21 年度までに実施予定の調査
及び分析は既に終えており、分析結果につい
てもメンバーチェッキングやスーパービジ
ョンを受けることによって、信憑性の高いも
のとなったため。 
 今年度予定している研究成果の公表のた
めの資料整理と、論文執筆の作業が、当初の
想定より 3 か月程度遅れているため、作業を
急ぎ、年度内には成果を公表できるようにし
たい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究は、今年度で終了する予定である。

研究成果公表のための作業を急ぎ、年度内に
は成果を公表できるようにしたい。 
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